
令和元年度 第2回
健康寿命日本一おおいた創造会議

１ 「みんなで延ばそう健康寿命推進月間」の取組

２ 健康アプリ「おおいた歩得」運用状況

３ 「まず野菜、もっと野菜」プロジェクトの進捗状況

４ 各団体・おうえん企業の取組

（１）おおいた食品産業企業会＆キユーピー（株）

（２）（株）トキハインダストリー＆森永乳業九州（株）

（３）（株）ロッテ

５ 受動喫煙対策の推進

（１）大分県

（２）中津市

（３）大分大学

６ 今後の取組
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9 11月3か月間 参加合計164,814 人（30年度実績:150,050人）

令和元年度「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間(10月)

健康づくりイベントの開催
9 11月(3か月間) 564回（健康づくり関連 190回、栄養・食関連 250回、運動・スポーツ関連 216回）

健康づくりの普及啓発
「月間ポスター・のぼり」の掲示、「月間ポケットティッシュ」の配布
・県内各地で掲示、配布
（行政機関、健康寿命日本一おおいた創造会議の構成団体、高校、駅、大型量販店、金融機関、スポーツ施設、健康経営事業所 他）

・県庁ホームページ 、県政テレビ番組、市町村広報誌等による情報発信
（めざせ!健康寿命日本一おおいたWEB） （ほっとはーとOITA）

取

組

参
加

▼推進月間 街頭キャンペーン▼（県、県議会、大分市保健所、大分市食生活改善推進協議会、協会けんぽ、ＪＲ九州） 県庁ホームページ
▼めざせ!健康寿命日本一おおいたWEB

年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度

参加者数
（人） 83,505 130,370 150,050

目標：16万人

164,814人（県民7人に1人）

▼推進月間 推移

令和元年９月１６日(月・祝) 大分市コンパルホール １階 文化ホール

令和元年度健康寿命日本一おおいた推進フォーラム令和元年度健康寿命日本一おおいた推進フォーラム

聴講者400人

「健康寿命延伸のための食生活の改善について」(仮)

武見 ゆかり氏
女子栄養大学・大学院 教授

（R1実績）アサヒ飲料、大分県言語聴
覚士協会、大分県作業療法協会、大分
県信用組合、大分県放射線技師会、大
分県理学療法士協会、大塚製薬、オハ
ヨー乳業、花王、カゴメ、キッコーマ
ン食品、住友生命保険、武田薬品工業、
原田製油、ロッテ、ルネサンス大分、
Curves（カーブス）

健康寿命日本一おうえん企業１７ブース 見て、触れて、食べて、動いて、測って
血管年齢の測定

参加者7000人
（上記聴講者含む）しょうゆの食べ比べ

内臓脂肪の測定

減塩納豆の試食

乳酸菌飲料の試飲

講演
ぱぱっと野菜料理
コンテスト表彰式

★最優秀賞・優秀賞
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健康アプリ「おおいた歩得」運用状況（平成30年4月1日 令和元年12月31日）
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おおいた歩得 平均歩数 R1年とH30年の比較 （各年4月1日 12月31日）
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目的 県が目指す「健康寿命日本一」の課題の一つである働き盛り世代の健康づくりを推進するとともに、健康経営事
業所の認定基準のうち、達成率の低い事業所ぐるみの健康づくりを推進するため、健康アプリ「おおいた歩得」の特
長であるグループ機能を活かした職場対抗戦を実施し、認定拡大を図る。

実施期間・参加状況 第１回（R1.9.1∼R1.11.30） 174グループ 1,430人参加

第２回（R2.1.6∼R2.2.29） 146グループ 1,269人参加
概要 ①職場で５ ２５人のメンバーを集め、グループを作る。

※同企業から複数のグループが参加できるが、１人が複数グループに所属し重複して参加することはできない。
②メンバーは各自スマートフォンでアプリ内のグループ登録を行う。
③グループの代表者がアプリ内から対抗戦の申込みを行う。

効果 ①歩得の継続的な利用による働き盛り世代の健康づくり ②健康経営事業所の認定拡大

令和元年度おおいた歩得を活用した職場対抗戦取組み

●第1回職場対抗戦授賞式の様子
職場で取組むと、会
話が増え、風通しが
よくなりました 

職場の皆で出かける機
会が多くなりました 

楽しい 
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• 成長した県産品を１品目集めるごとに２００ポイントを付与。２品目集めると、抽選応募。

新機能「おおいた図鑑」

〈米の恵み（豚）ができるまで〉

500Pt
(100pt×
5日間)

人気品目Best３
☆第１位 「大分白ねぎ」 １，９３７人
☆第２位 「おおいた和牛」 １，０８２人
☆第３位 「ベリーツ（いちご）」 １，０６０人

○参加者数 4,780人（12月時点）

○収集品目数 15,383品目
○抽選応募者数 ３，５２０人
○当選賞品・当選者数 ４０名様
・おおいた和牛ローストビーフ、乾しいたけ・加工品
詰め合わせ、佐賀関加工品セット、ベリーツ

【目 的】 温泉の健康づくりへの活用促進
【対象施設】 １６市町村の１０５施設
・温泉入浴後、アンケートに答えてスタンプをゲット！

新機能「温泉めぐりスタンプラリー」

○スタンプラリー参加者数 8,897人（12月時点）

○抽選応募者数 ２７１人
○当選賞品・当選者数 １１０名様
・プレミアム手ぬぐい、温泉入浴無料券（ペア）

温泉の主観的
入浴効果を分析

テキストマイニング（大量のテキストデータから有益
な情報を取り出す手法）による分析を行い、分析結
果をホームページやSNSで情報発信する。
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令和元年度「まず野菜、もっと野菜」プロジェクト事業(具体的な取組１）

１ 野菜部会の開催（健康寿命日本一おおいた創造会議の専門部会）

ロゴマーク

野菜部会（R1.6.14、R2.2.6） :       15名（外部委員13名、県関係2名）
・会長：別府大学食物栄養科学部 藤井学部長
・部会委員の主な取組（野菜の日イベントや啓発物品の店内掲示、野菜料理コンテストの審査）

8.30～31 野菜の日イベント
（パークプレイス イオン九州）

・試食宣伝800名

コンビニ 467店

スーパー 87店

のぼり、ミニのぼり

棚帯POPの掲示

JAおおいた

おおいたブランド推進課

２ 野菜を食べようキャンペーン

コンビニでの掲示 スーパーでの掲示

パークプレイス

・トキハインダストリー
・コープおおいた
・マルミヤストア
・サンリブ

・セブン-イレブン
・ローソン
・ファミリーマート レシピブックの配布

JA全農 丸果大同青果

市民感謝デー（毎月第２土曜日）

（大分市公設市場） ・試食宣伝200～300名／回

スーパーでの動画モニター設置
（もっと野菜動画、レシピ動画）

・8.24（土）～2月末まで
・１店舗 2～3週間設置
・県内75店舗

令和元年度「まず野菜、もっと野菜」プロジェクト事業（具体的な取組２）

３ ぱぱっと野菜料理コンテストの開催

若い働き世代・子育て世代（20～30歳代）への啓発

●保育施設（約500施設） ●クックパッド
（大分県シルブプレのキッチン）

●インスタグラム
（目指せ！
健康寿命日本一おおいた）

・応募期間：７月１日（月）～７月３１日（水）

・一次審査：８月６日（火） 書類審査
・二次審査：８月３１日（土） 調理審査

・表 彰 式：９月１６日（月祝） 健康寿命日本一おおいた推進フォーラム

キッチンレポート（2/6 現在）
閲覧数：１３９，０２４回

「素うどん」部門で人気検索トップ10入り
・「素うどんより簡単！蒸し野菜うどん」

応募総数：２８７品

審査

表彰

園内掲示・給食だより等への活用
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COPYRIGHT（Ｃ）ＴＯＫＩＷＡ ＩＮＤＵＳＴＲＹ

健康寿命日本一おうえん企業としての取組み
トキハインダストリーヘルシープロジェクト

トキハインダストリー創業50周年 2020年

COPYRIGHT（Ｃ）ＴＯＫＩＷＡ ＩＮＤＵＳＴＲＹ

地場企業として地域の方に寄り添い、一番身近な存在

として健康寿命に繋がる取り組みを実施・継続

③店舗でのお客様へのアプローチ

②お客様向けイベントの実施

①ﾄｷﾊｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰヘルシープロジェクト

健康寿命日本一おうえん企業様とのお取組み
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大分県民の健康寿命延伸への取組

腸活は『大腸ケア』の時代へ。
新しい腸活の舞台、大腸で活躍するのがビフィズス菌 

〇目的・課題

食の欧米化や無理なダイエットで悪玉菌が増え、日本人の大腸が危険な状態に。

大腸
劣化
慢性炎症化

↓

全身の健康リスク

毒素発生
増加

減少

【悪玉菌】

肉や脂肪が大好き  

【善玉菌】

野菜や果物が大好物  

2

〇対策

健康寿命を延ばす為には
どうすればいいか 

腸内フローラを中心とした
セミナーを実施  

①大腸におけるビフィズス菌の優位性（乳酸菌との違い)
②大分県産野菜との同時摂取によりビフィズス菌が増殖する。

腸内細菌と疾病

大腸ケアが重要  
ビフィズス菌・短鎖脂肪酸が大事

大腸の乱れ

3

大腸の乱れが全身の健康リスクの原因に
なることがサイエンスレベルで明らかに

されてきている。

野菜３５０g＋ビフィズス菌入り
ヨーグルトを入れた食事をとる事で、
腸内環境を整える事ができます。

野菜に含まれる食物繊維が
ビフィズス菌のエサとなり、
腸内環境を改善 

全身の健康に
関係があるなら
私もとりたい 
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健康応援フェア：トキハインダストリー様×森永乳業九州健康応援フェア：トキハインダストリー様×森永乳業九州

4

9月25日腸内フローラを学ぶ 
ビフィズス菌で大腸健康セミナー実施（200名）

9月25日腸内フローラを学ぶ 
ビフィズス菌で大腸健康セミナー実施（200名）

小田巻博士講演の様子

5

セミナー実施後のご意見と今後の取組み

①ビフィズス菌と乳酸菌の違いを知る事が出来た。
②野菜とビフィズス菌の関係性も認識できた。

③家族で便秘に悩む方がおり、ビフィズス菌入り
ヨーグルトを食べさせた結果、毎日排便するよう

になった。
④自宅の冷蔵庫に入っているヨーグルトがビフィ

ズス菌入りヨーグルトへ変わった。

大分県民の健康寿命延伸を
目的とした継続的な取組み様

健康寿命日本一おうえん企業
として連携強化・取組強化
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テーマ 「受動喫煙防止対策の推進」



めざせ！健康寿命日本一！
コンビニエンスストアとの協働による受動喫煙対策実証実験

取組の背景

１ 改正健康増進法による受動喫煙対策の推進
２ 包括協定に基づく連携の推進
３ 企業・団体など多様な主体との連携・協働による「健康寿命

日本一おおいたの実現」に向けた健康づくりの推進
４ 来県者への快適な環境づくりの推進

ラグビーワールドカップ2019日本大会の開催（9月～11月）

趣 旨

内 容

１ 新たな連携で受動喫煙対策に取り組み、地域の健康づくり
を推進する。

２ 実証実験として実施し、今後の取組について検討する。
３ 受動喫煙対策を通して健康について考えるきっかけや行動
へのきっかけづくり

【対象企業】
株式会社ローソン
株式会社セブン-イレブン・ジャパン
株式会社ファミリーマート
山崎製パン株式会社
デイリーヤマザキ事業統括本部

【実施期間】
令和元年９月１７日～１０月３１日
※大分県の健康寿命延伸月間（１０月）

【実施内容】
①受動喫煙対策についてのポスターの掲示
②店舗敷地内からの灰皿の撤去
③期間終了後、各店舗へのアンケート
（質問項目）お客様の反応、お客様の声、従業員の反応など
※ 加盟店については経営者の判断による。

１ たばこの煙で不快な思いをしたことがある者の割合は
60.3％（平成28県民健康意識行動調査結果）で、交差
点付近の店舗等の受動喫煙に対する苦情もあると伺っ
ている。

２ コンビニは地域に密着し、学生や子どもの利用も多いた
め、健康影響が大きい20歳未満の人に対する受動喫煙
を防止するうえで重要な場所である。

３ コンビニは非喫煙者と喫煙者が利用するため、両者に受
動喫煙についてのメッセージを伝えるのに効果的である。

４ 日本フランチャイズチェーン協会にも依頼し、協力を得ら
れている。

５ 県では、本年度から飲食店に対して実態調査を実施する
など受動喫煙防止の啓発を推進している。

現状・課題

受動喫煙対策実証実験の結果

協力店舗アンケート結果

【具体的なお客様の声】
（好評） 「吸う人がいなくなって子どもが安心」
（不評） 「吸えなくなって不便」、「たばこを販売しているのに、吸えないのは

おかしい」
【具体的な従業員の声】
（好評） 「灰皿撤去によりジュース・コーヒーの飲みかけの放置や食べ残しの

ゴミもなくなった」、「携帯灰皿を購入する方も増えた」
（不評） 「店の周囲がポイ捨てで汚くなる」、「清掃が大変」

灰皿なし
42店（8.5％）実証実験への協力状況

灰皿撤去継続状況

県内全店舗 496店

灰皿設置あり454店（91.5％）

灰皿撤去に協力

253店（55.7％）

継続
76店
（30％）

非継続
177店
（70.0％）

協力しない

201店（44.3％）

県内全体のコンビニエンスストアのうち
灰皿撤去店 118 店舗 （23.8％）

協力意向及び取り組み継続状況

85.4% 7.2% 7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

今回の取組の継続への意見

32.2%

92.1%

49.8%

1.8%

18.0%

6.1%

喫煙者

非喫煙者

取組を続けて

ほしい

取組を続けて

ほしくない

わからない

県民アンケート結果

12.9%

1.1%

28.1%

14.5%

39.9%

53.6%

18.5%

30.2%

0.6%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員の反応

お客様の反応

店舗オーナーが回答したお客様・従業員の反応

好評 とちらかといえば好評 どちらかといえば不評 不評 不明

n=2,590

n=289

n=2,301

n=181店
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経営規模の小さい飲食店

経営規模の大きい飲食店 以下の３つのパターンから選択（出資金5,000万円を超える又は客席面積100㎡を越える飲食店）

以下の４つのパターンから選択

経過措置として選択可

※喫煙エリアへは客・従業員

ともに20歳未満は立

ち入れません

飲食店における受動喫煙対策
～ 2020年4月1日から経営規模によりいずれかの選択へ ～

飲食店における受動喫煙対策に関する実態調査（報告）

実施主体

1 改正健康増進法により令和2年４月から原則屋内禁煙となる
2 たばこの煙で不快な思いをしたことがある者の割合は60.3％
（平成28年度受動喫煙行動調査結果）であり、なかでも不快な思い
をした場所として「飲食店」が最も多い
3 これまで飲食店のたばこ区域について調査したデータがない

調査背景

回答状況 大分市以外 2,277件 （回答率35.6％）
大分市内 631件 （回答率26.4％）参考：大阪府調査15.3％ H30.12

現在（令和元年8月時点）県内の飲食店では6割の飲食店で店内完全禁煙
となっている

令和2年4月以降は、7割の飲食店で完全禁煙化を選択。喫煙可は2割を下
回る

規模別では、令和2年4月は小規模店舗は15.4％が喫煙可能を選択し、大
規模店は15.5％が喫煙専用室を設置する予定

今回の実態調査は、3割の回答率であることから、飲食店全般に受動喫煙
対策の必要性や管理者の意識も低い。未回答である7割の店舗管理者へ
引き続き食品衛生協会とも協力しながら更に普及啓発に努める必要あり。

1 受動喫煙の機会が多い飲食店を対象に、令和元年４月から
法改正の周知、対策の徹底を図り今後の取組を推進する

2 飲食店における受動喫煙の実態を把握し、今後の受動喫煙
対策に向けて店舗の管理者の意向を確認する

期 間：令和元年８月～１２月末日

対 象：令和元年8月1日時点で営業中の飲食店
大分市以外 6,399件
大分市内 2,382件（大分市は6月末時点営業中）

※客席を備えていない店舗や20歳未満の者の利用のないバースナックは除外

方 法：質問紙票と法改正に伴う普及啓発用のチラシを同封し、
郵送にて送付、返信用封筒にて回収した。
また、食品衛生協会が主催する講習会等へ参加した者に
ついては、直接対面で配布、回収を行った。

大分県（委託先 大分県食品衛生協会）
協力 大分市保健所

調査目的

調査方法

結果

店内完全禁煙, 63.7

店内完全禁煙, 60.9

7.6

10.1

喫煙, 28.7

喫煙, 29

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大分市以外%

大分市%

店内完全禁煙 一部喫煙 喫煙

完全禁煙, 75.9

完全禁煙, 72.6

7.0

6.0

加熱式たばこ喫煙室, 0.7

加熱式たばこ喫煙室, 1.4

喫煙可, 

11.9

喫煙可, 

19.8

4.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大分市以外％

大分市％

完全禁煙 喫煙専用室設置 加熱式たばこ喫煙室 喫煙可 その他

完全禁煙, 78.6 

完全禁煙, 83.3 

5.4

15.3

喫煙可, 15.4小規模％

大規模店％

完全禁煙 喫煙専用室設置 加熱式たばこ喫煙室 喫煙可 その他
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中津市の現状

●内容
・お試し禁煙パッチ無料配布協力薬局18ヶ所で
ニコチネルパッチ20（7日間分）を無料配布。
・薬剤師が禁煙方法や禁煙外来を紹介。

「県民健康意識行動調査報告書」（平成29年3月）より

（%）

標準化死亡比(平成24年～平成28年)

お試し禁煙パッチ無料配布事業

●対象者
中津市に住民票がある方 （禁煙補助剤が禁忌の方は除く。）

17.7 17.7
21.3

0

5

10

15

20

25

全国 全県 中津市

たばこを吸うこと
をやめようと思う
割合 45.6%

101.9

135.4
114.0

134.6

265.4

97.6

130.5
126.7

145.4

223.8

0
50

100
150
200
250
300

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 急性心筋梗塞

男性

女性

喫煙率

●委託先
中津薬剤師会

※中津薬剤師会は、会員向けに禁煙指導に関する研修を開催し、大分県
北部保健所と協働で、たばこに無縁（無煙）な生活サポート事業を実施
するなど実績を残している。

※お試し禁煙パッチ無料配布協力薬局一覧を
中津市のホームページに掲載

●目的
薬局で、薬剤師がお試し用の禁煙パッチを無料配布することで、

禁煙希望者が気軽に薬局に立ち寄れるようにし、薬剤師が禁煙の
助言、禁煙補助剤の利用方法の説明、禁煙外来の紹介を行い、禁
煙成功者が増える。

●禁煙支援事業実施までの経緯

中津市 医師会 歯科医師会
薬剤師会 保健所 栄養士会
労働基準監督署 産業医
商工会議所 地域産業保健センター

医師や薬剤師の意見

○禁煙外来の治療は成功率は高いが敷
居が高い。禁煙希望者の背中を押すよう
な支援が必要

○禁煙希望者に薬局にきてもらえるような
仕掛けづくり

協力薬局

薬剤師会

・広報活動

中津市
・事業内容や協力薬局を

市民へ周知

・禁煙パッチ無料配布
・禁煙相談
・禁煙外来の紹介

イ
メ
ー
ジ
図

県内
１位

禁煙希望者
募集・事業
の周知

報告・支払

請求・支払

北部保健所

報告

中津市生活習慣病対策検討会（北部地域健康寿命延伸連携会議も
兼ねる）の中で禁煙支援について検討

中津市生活習慣病
対策検討会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

●対 象 者  中津市に住民票があり、禁煙の意思がある方 

（禁煙補助剤が禁忌の方は除きます。） 

●実施開始日  令和元年10月 1日（火）～ 

●配 布 方 法 

・お試し禁煙パッチ無料配布協力薬局でニコチネルパッチ 20（７日間分） 

を無料配布。 

・薬剤師が禁煙方法や禁煙外来を紹介。 

※お試し禁煙パッチ無料配布協力薬局については裏面で確認お願いします。 

お試し禁煙パッチ無料配布！ 

中津市の喫煙率は 

大分県内で第１位 
 

禁煙しようと思っているあなた！ 

まずは７日間、お試し禁煙パッチで

禁煙に取り組んでみませんか！ 
 

無 料 

・健康な体づくり 

喫煙者に比べ心疾患・脳血管疾患に約２倍 

糖尿病に約 1.4 倍かかりにくい。 

がんなどに伴う死亡率が低下する。 

 

・美容にも効果的 

肩こりが改善する。               

肌つやが良くなる。 

・貯金ができる 

・家族が喜ぶ 

禁煙することで家族も病気になりにくい。 

将来、子どもの喫煙するリスクが減る。 

１日１箱吸っている場合（一箱５００円） 

１か月 15,000 円 ３か月 45,000 円 

６か月 90,000 円 １年 180,000 円 

 

   禁煙のメリット 
新品の家電が買える。 

中津市では喫煙率が大分県内で第 1 位。また、循環器疾患（心疾患や脳血管疾患）で亡くなる割合も高い

です。禁煙は自力で行うより、禁煙家のサポートを上手に利用することが、禁煙に成功する近道です。 

【お問い合わせ先】中津市役所 地域医療対策課 電話 22-1170 

 

薬局名 電話番号 住所 

あさひ薬局 0979-27-1310 中津市中央町 1 丁目 170 番地 3 

臼杵薬局豊田町支店 0979-23-7275 中津市豊田町１丁目 738 番地 

大貞薬局 0979-27-6755 中津市加来 2283 番地 513 

沖代薬局 0979-27-0291 中津市大字永添 375 番 4 

オリーブ薬局 0979-26-0410 中津市大字湯屋 273 番地 3 

そうごう薬局中津店 0979-23-7351 中津市大字永添 512 番地 2 

辻田薬局 0979-62-2025 中津市山国町守実 14 番地 3 

ひまわり調剤薬局 0979-26-1616 中津市中央町 1 丁目 9 番 35 

藤本調剤薬局沖代店 0979-64-8955 中津市沖代町 2 丁目 119 番地 2 

藤本調剤薬局金手店 0979-53-9273 中津市大字金手 10 番 9 

ふるた薬局池永店 0979-23-5280 中津市大字下池永 168 番地 4 

ふるた薬局植野店 0979-32-3518 中津市大字植野 107 番地 5 

ふるた薬局中央町店 0979-24-5810 中津市中央町 2 丁目 501 番地 3 

ふるた薬局丸山店 0979-64-7373 中津市丸山町 50 番地 1 

ふるた薬局宮夫店 0979-22-0640 中津市大字宮夫 12 番地 6 

薬局オリーブⅡ 0979-26-1411 中津市大字上宮永 1112 番地 3 

（有）やまと薬局 0979-26-1516 中津市大字上宮永 300 番地 11 

ワタナベ薬局上宮永店 0979-26-0030 中津市大字上宮永 9 番地 5 

  

【お問い合わせ先】中津市役所 地域医療対策課 電話 22-1170 お試し禁煙パッチ無料配布協力薬局一覧（50 音順） 
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大分大学での受動喫煙防止への

取組み

大分大学学長特命補佐
（長期戦略、無煙環境、健康増進担当）

杉尾賢二

• 大学構内の取り組み

• 事業所のトップマネジメントセミナー

2018年学内公募（医学部2年）

大分大学の学内禁煙活動

2

2007年1月 狭間キャンパス全面禁煙

2007年8月 王子キャンパス全面禁煙

2011年4月 旦野原キャンパス全面禁煙（大学全てで禁煙）

2012年4月 「大分大学禁煙推進宣言」制定

2014年9月 保健管理センターにて禁煙治療開始（無料）

2015年 無煙環境推進士隊（担当者会議）発足

2016年5月 職員の受動喫煙防止に関する規定制定（服務ハンドブックに明記）

2019年3月 教員選考の基本方針制定：非喫煙者を優先的に選考する

喫煙者を採用した場合は，当該教員に対し産業医による禁煙指導を受けさせる

毎年5月31日を「世界禁煙デー」と
するWHOの決議にのっとり、今後
とも、勤務時間中または敷地内に
おける全面禁煙の徹底を図る。
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大学職員の喫煙率
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30

35

男性（挾間） 男性（旦野原）

女性（挾間） 女性（旦野原）

男子学生（挾間） 男子学生（旦野原）

13.3% 男性（挾間）

32.3%

17.0% 男性（旦野原）

3.8% 女性（旦野原）
2.1% 女性（挾間）

5.1%

狭間キャンパス全体： 5.9%
旦野原キャンパス全体： 12.5%

3.8%男子学生（挾間）
5.5%男子学生（旦野原）

トップの強いリーダーシップ
敷地内全面禁煙、大学職員の受動喫煙防止等に関する規程

禁煙希望者へのサポート
無償の学内禁煙外来
保健管理センター

定期的な教育啓発活動
学生・教職員に対する講演会

2019年10月30日
大学が敷地内全面禁煙を徹底することの意義を考えよう！
（産業医科大学大和浩）
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トップマネジメントセミナーの案内

主催 大分大学 協力 大分県・健康寿命日本一おおいた創造会議

大分県の職場における喫煙対策の取組 講師：藤内修二（大分県福祉保健部

参事監兼健康づくり支援課長）
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